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　前編　宝暦 7 年（1757）刊。大和屋利兵衛、本屋嘉兵衛版。25 丁。









































は、実際の『ひとり稽古』前編に掲載された 12、『ひとり稽古』後編に掲載された 16 という
節の見出しの数と一致する。しかし一つの見出しの中に「または」「替手」などと称して複数
の譜例が示された例もあることから、本稿では五線譜化にあたって掲載された見出しの順に通
し番号を付けた（前編の 1 つ目は「前 -1」など）。
　調弦は、前後編を通じて掲載された 28 の節のうち本調子が 24 と圧倒的に多く、二上りは


























三の糸 テン レン チン リン
二の糸 トン ロン ツン ルン







三の糸 テン レン チン、ツン リン
二の糸 トン、テン トン ツン、テン、チン ツン






































































































三の糸 三の上 三の中 三の下 下のぎん
























































































































前 ― 1 二上り熊野節
前 ― 2 二上り手鞠歌　　　　　※節の前半部分の替手表記あり
前 ― 3 二上り下り端
前 ― 4 三下りおどり
前 ― 5 大序弾出し
前 ― 6 おろし
前 ― 7 本六ツゆりふし
前 ― 8 詞の留　並ニ詞ヨリ地ヘ移るうけ
前 ― 8 ― 2 詞の留　並ニ詞ヨリ地ヘ移るうけ
前 ― 9 ノリ詞留メ
前 ― 10 ノリ地うけ
前 ― 10 ― 2 替手
前 ― 11 ふし落
前 ― 12 つなぎ
前 ― 12 ― 2 つなぎ　替手




1 .  各旋律名は、原本の楽譜部分の見出しの表記に従った。
2 .  整理の都合上、掲載順に前後編それぞれに通し番号を付した。
3 .  は糸を撥で掬って音を出すスクイ、 は左手で勘所を押さえたまま別の指で糸をはじい
て演奏するハジキの奏法を示す。
4 .  スラーで結ばれた音は、冒頭の音のみを演奏し、後続の音は勘所を押さえたまま次の音の
勘所へ移動させるスリ上げ、スリ下げの奏法を示す。
5 .  音符に付されたアラビア数字は指使い（3 は薬指）を示す。
6 .  音符に付されたローマ数字は糸の種類（Ⅰは一の糸、Ⅱは二の糸）を示す。
7 .  開放弦は一の弦、二の弦、三の弦の順に以下の表記とした。
　 本調子（h-e-h）、二上り（h-fis-h）、三下り（h-e-a）。
8 .  左手の薬指（紅さし指）で押さえるよう指示のある勘所は、人差し指で押さえる勘所との
音程を長 2 度と解釈した。
9 .  勘所譜は、以下の音高として解釈した。
10.  ※は注。
　
〈勘所譜五線譜対照表〉
二上り 三下り本調子
─ 132 ─
【ひとり稽古　口三味線譜】
─ 133 ─
─ 134 ─
